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新首都�
「東京から東濃へ」�

人口と世帯数 （９月1日現在）　　人口＝42,018人　　世帯数＝13,121世帯�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

自分たちのまちを守ろう！�
　９月６日、消防団第４分団の市長特別点検が稲津中学で行われ、地元の
消防団経験者で編成する稲津町消防後援隊のみなさん33人も参加しました。�
　稲津町消防後援隊は、災害時に消防団員らと協力して地域の安全を確保
しようと昨年11月に組織されたもので、この日は、現役の消防団と合同で
放水訓練を行うなど、自主防災に取り組む積極的な活動を披露しました。�
　災害から町を守るため、市内の各地域で消防後援隊などの組織化が進め
られており、地域ぐるみで町を守ろうとする活動が広がっています。�
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市
で
は
、
今
年
の　「
敬
老
の
日
」　の

記
念
事
業
と
し
て
、
米
寿
（
八
十
八

歳
）　・
卒
寿
（
九
十
歳
）　・
白
寿
（
九

十
九
歳
）
を
迎
え
ら
れ
る
方
に
、
市

職
員
が
家
庭
を
訪
問
し
、
お
祝
金
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

ま
た
、
喜
寿
（
七
十
七
歳
）
を
迎

え
る
方
に
は
、
市
長
の
お
祝
い
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
同
封
し
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。

市
内
の
最
高
齢
者
で
あ
る
稲
津
町

の
安
藤
璋
枝
さ
ん
は
、
六
月
に
百
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

足
に
痛
み
が
あ
り
、
歩
行
が
で
き

な
い
た
め
、
地
元
の
老
人
保
健
施
設

を
利
用
し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
な
が

ら
毎
日
を
の
ん
び
り
、
ゆ
っ
た
り
と

過
ご
し
て
み
え
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
男
性
最
高
齢
者
で

あ
る
寺
河
戸
町
の
安
藤
惣
次
郎
さ
ん

は
、
九
十
八
歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

一
時
、
風
邪
を
ひ
か
れ
、
体
調
を
崩

さ
れ
ま
し
た
が
、
回
復
さ
れ
、
元
気

に
日
々
を
過
ご
し
て
み
え
ま
す
。

９
月
７
日
に
は
、
高
嶋
市
長
が
お

二
人
の
お
宅
を
訪
れ
、
お
祝
い
と
花

束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

急
激
に
す
す
ん
だ
高
齢
化
に
よ
っ

て
、
介
護
の
問
題
が
老
後
の
最
大
の

不　
安　
の　
ひ　
と　
つ　
に　
な　
っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
に
、
介
護
を
社
会
全

体
で
支
え
、
利
用
者
の
希
望
を
尊
重

し
た
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
仕
組
み
を
創
ろ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
の
「
広
報
み
ず
な
み
」
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

瑞
浪
市
で
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
七
千
七
百
八
十
四
人
で
、

市
の
総
人
口
の
一
八　
・　
七
％
に
あ
た
り
ま
す
。　
ま
た
、　
九
十
歳
以
上
の

高
齢
者
は
、
男
性
四
十
五
人
、
女
性
百
四
十
三
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
日
の
日
本
は
、
平
均
寿
命
が
か
つ
て
な
い
長
寿
の
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
。
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
が
約
七
十
七
歳
、
女
性

が
約
八
十
四
歳
で
す
。
男
女
と
も
に
長
生
き
で
き
る
、
人
生
八
十
年

の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
齢
期
を
い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め
に
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
健
康
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り

に
と
り
組
み
、
毎
日
の
生
き
が
い
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

▲市内最高齢者の安藤璋枝さん

▲高嶋市長との会話がはずむ安藤惣次郎さん

平
成
12
年
よ
り

介
護
保
険
制
度
が

は
じ
ま
り
ま
す

●95歳以上の高齢者数●
（９月１日現在）

年齢 男性 女性 計

100歳 － 01 01

099歳 － 01 01

098歳 01 03 04

097歳 － 03 03

096歳 03 04 07

095歳 04 10 14

●「賀寿」該当者数●（９月１日現在）

賀寿

喜寿
（77歳）

133 259
大正９年10月１日～
大正11年３月31日生

米寿
（88歳）

卒寿
（90歳）

白寿
（99歳）

男性 女性

392

038 083
明治42年10月１日～
明治44年３月31日生

121

020 073
明治40年10月１日～
明治42年３月31日生

093

001 002
明治31年10月１日～
明治33年３月31日生

003

計 備　　　考

※今年から基準日を３月31日に変更しました。
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瑞
浪
市
自
主
運
行
バ
ス
の
『
愛

称
・
デ
ザ
イ
ン
』
の
募
集
に
、
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

愛
称
は
、
山
田
町
の
土
屋
晶
嗣
さ

ん
の
『
ブ
ル
ー
リ
バ
ー
号
』
、
デ
ザ

イ
ン
は
、
瑞
浪
の
Ｍ
と
川
の
流
れ
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
３
本
の
ラ
イ
ン
を
、

陶
磁
器
を
焼
く
炎
の
『
赤
』
、
美
し

い
土
岐
川
の
『
青
』
、
自
然
が
豊
か

な
『
緑
』
の
色
で
表
現
し
た
、
一
色

町
の
伊
藤
道
廣
さ
ん
の
作
品
に
決
定

し
ま
し
た
。

こ
の
バ
ス
は
、
主
に
釜
戸
・
大
湫

線
、
釜
戸
・
平
山
線
、
日
吉
線
の
一

部
の
路
線
を
走
行
し
ま
す
。
バ
ス
ダ

イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
よ
り
効
果
的
に

編
成
す
る
た
め
、
10
月
１
日
か
ら
改

正
し
ま
す
。
新
し
い
時
刻
表
は
事
前

に
バ
ス
内
や
停
留
所
に
表
示
し
、
該

当
地
区
（
日
吉
町
・
釜
戸
町
・
土
岐

町
・
大
湫
町
）
の
み
な
さ
ん
に
は
配

布
す
る
予
定
で
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

積
極
的
な
バ
ス
の
ご
利
用
を
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
入
選

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

《
愛
　
称
》

●
最
優
秀
賞
＝
土
屋
晶
嗣
（
小
田
町
）

●
優
秀
賞
＝
渡　
辺　
真　
由　
子　（　
寺　
河　
戸　
町　
）　

中
島
重
孝
（
釜
戸
町
）

山
本
　
萌
（
釜
戸
町
）

渡
辺
将
光
（
寺
河
戸
町
）

安　
藤　
美　
代　
子　
（　
寺　
河　
戸　
町　
）　

《
デ
ザ
イ
ン
》

●
最
優
秀
賞
＝
伊
藤
道
廣
（
一
色
町
）

●
優
秀
賞
＝
中
根
不
三
子
（
稲
津
町
）

奥
村
洋
美
（
土
岐
町
）

渡
辺
静
子
（
寺
河
戸
町
）

中
島
孝
将
（
釜
戸
町
）

大
島
麻
帆
路
（
薬
師
町
）

自　
主　
運　
行　
バ　
ス　
『
ブ
ル
ー
リ
バ
ー
号
』　

10
月
よ
り
運
行
開
始

市営住宅入居者募集
管財課

内線324

◎家賃は、入居者の方すべての収入、住宅の規模、

構造などによって決まります。

《応募資格》

◆市内に３カ月以上住所または勤務地があり、

かつ、市税を滞納していない方

◆現に同居または同居しようとする親族があり、

世帯を構成する方

◆現に住宅に困窮し、収入基準に適合する方

《応募期間》

10月１日 から10月15日 まで

大法原団地は、一色団地と大法団地の建て替え

事業として、平成５年度から３期に分けて建設を

行ってきました。このほど、３期建設工事が完了

しましたので、入居者を次のとおり募集します。

所在地

小田町

形　式

３ＤＫ

構　造

中耐４階

募集数

９

※バス、トイレ、給湯設備、TV・ＢS 端子完備

高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
が
急
増

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岐
阜
県
で
は

「
高
齢
者
交
通
死
亡
事
故
急
増
注
意

報
」
を
発
令
し
、
「
高
齢
者
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
運
動
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
高
齢
者
を
見
か

け
た
ら
徐
行
す
る
な
ど
、
思
い
や
り

を
も
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
車
に
乗
る
時
は
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
必
ず
着
用
し
、
交
通
安
全

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

●
運
動
の
重
点

地
域
ぐ
る
み
で
守
ろ
う

子
ど
も
と
お
年
寄
り

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

千葉大学大学院在学中に、

慢性骨髄性白血病と診断さ

れ、母親からの骨髄移植によ

り完治。

その後、東海骨髄バンクの

設立に尽力、現在全国骨髄バ

ンク推進連絡協議会の副会長

として活躍中。

●日時 10月10日 13時～14時30分

●場所 総合文化センター　文化ホール

（瑞浪市健康福祉まつりと同時開催）

●問い合わせ 保健センター　 67－2700
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ブルドーザーや消防車が大好きな勇馬

くんは、妹の面倒をよく見るお兄ちゃん。

元気いっぱい走りまわる百々葉さんは、

となりのトトロが大好きです。

お母さんたちは、健康で明るく、優し

い子に育ってほしいと話していました。

－宮 前 児 童 館－

安藤　勇馬
ゆ う ま

くん（２歳）

藤田　百々葉
も も よ

さん（２歳）

兵
庫
県
明
石
市
な
ど
で
行
わ
れ
た

第
43
回
全
国
高
校
軟
式
野
球
選
手
権

大
会
（
８
月
29
日
決
勝
）
で
、
中
京

商
業
高
校
軟
式
野
球
部
が
２
年
ぶ
り

３
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

初
戦
か
ら
厳
し
い
戦
い
の
連
続
で

し
た
が
、
全
員
で
ピ
ン
チ
を
乗
り
越

え
、
見
事
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

準
決
勝
で
１
試
合
６
盗
塁
の
大
会

記　
録　
を　
樹　
立　
し　
た　
丸　
山　
弘　
隆　
主　
将　
は　
、　

「
で
っ
か
い
優
勝
旗
を
持
ち
帰
り
、

応
援
し
て
く
れ
た
先
生
方
や
生
徒
の

み
ん
な
の
笑
顔
を
見
た
と
き
、
優
勝

し
た
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
」
と
喜

び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

８
月
29
日
、
日
吉
町
の
芝
居
小
屋

「
相
生
座
」
で
美
濃
歌
舞
伎
保
存
会

に
よ
る
「
恒
例
納
涼
大
歌
舞
伎
」
が

開
か
れ
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
地
歌

舞
伎
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
大
歌
舞
伎
で
も
め
ず
ら

し
い　「
曽
我
乃

そ

が

の

夜
桜

よ
ざ
く
ら

」　「
寿
根
引
門
松

ね
び
き
の
か
ど
ま
つ

」　

「
弓
張
月

ゆ
は
り
づ
き

源
家

げ
ん
け
の

鏑
矢

か
ぶ
ら
や

」
の
三
題
が
上

演
さ
れ
、
こ
の
地
域
に
残
る
独
特
の

振
り
付
け
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
地
歌
舞
伎
な
ら
で
は
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
仕
草
や
せ
り
ふ
に
笑

い
が
広
が
り
、
ま
た
、
見
せ
場
に
は

掛
け
声
と
と
も
に
盛
ん
に
お
ひ
ね
り

が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

▲全国優勝を果たした中京商業高校軟式野球部のみなさん

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
安
藤
美
代
子
様
＝
五
十
万
円
、
市

民
図
書
館
の
図
書
購
入
費
と
し
て

▼
株
式
会
社
ア
ル
ペ
ン
（
代
表
取
締

役
水
野
泰
三
）
様
＝
五
十
三
万
九

千
八
百
七
十
九
円
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
た
め
に

▲観客を沸かせた納涼大歌舞伎

'98 秋の感謝ウィーク'98 秋の感謝ウィーク'98 秋の感謝ウィーク'98 秋の感謝ウィーク'98 秋の感謝ウィーク'98 秋の感謝ウィーク'98 秋の感謝ウィーク'98 秋の感謝ウィーク'98 秋の感謝ウィーク'98 秋の感謝ウィーク'98 秋の感謝ウィーク'98 秋の感謝ウィーク'98 秋の感謝ウィーク'98 秋の感謝ウィーク'98 秋の感謝ウィーク'98 秋の感謝ウィーク'98 秋の感謝ウィーク

グリーンピア恵那では、1 0月１日 か

ら1 0月3 1日 まで『' 9 8秋の感謝ウィ

ーク』を行います。

この期間に、入園無料券をご持参

の方に、プレイ券（２点）と入浴半

額割引券４名分をプレゼント

します。

●
日
時
…
９
月
27
日

９
時
〜

●
場
所
…
瑞
浪
陶
磁
資
料
館

●
講
師
…
岡
田
　
実
さ
ん
（
陶
芸
家
）

●
受
講
料
…
一
、
二
〇
〇
円

●
定
員
…
25
人

●
申
込
期
限
…
９
月
25
日

●
申
込
先
…
瑞
浪
陶
磁
資
料
館

６
７
―
２
５
０
６

作

陶

講

座

手びねりで
黒織部の茶碗づくり

地　
歌　
舞　
伎　
フ　
ァ　
ン　
を　
魅　
了　

地　
歌　
舞　
伎　
フ　
ァ　
ン　
を　
魅　
了　
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病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
ひ
ま
わ

り
』
（
代
表
林
恵
美
子
さ
ん
）
は
、

昭
和
病
院
に
入
院
し
て
い
る
患
者

の
み
な
さ
ん
に
、
院
内
移
動
図
書

館
と
し
て
本
を
貸
し
出
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。

平
成
８
年
８
月
に
行
わ
れ
た
看

護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
経

て
、
翌
年
１
月
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
の
会
員
数
は
５
人
で
、

外
来
や
退
院
し
た
患
者
の
み
な
さ

ん
や
病
院
職
員
、
市
民
図
書
館
な

ど
か
ら
の
協
力
に
よ
り
集
ま
っ

た
、
五
分
類
五
、
〇
〇
〇
冊
以
上

の
書
籍
を
も
っ
て
い
ま
す
。

活
動
は
毎
週
火
曜
日
、
午
後
１

時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
各
病
棟

を
ワ
ゴ
ン
４
台
（
約
二
五
〇
冊
）

で
移
動
し
て
、
本
を
貸
し
出
し
ま

す
。
貸
し
出
し
て
い
た
本
の
返
却

や
違
う
分
類
の
本
の
注
文
な
ど
も

そ
の
と
き
受
け
ま
す
。

「
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
感

謝
の
気
持
ち
で
す
。
人
と
触
れ
合

う
幸
せ
、
心
が
通
い
合
う
喜
び
が

あ
り
ま
す
。」

み
な
さ
ん
は
、
訪
れ
る
人
た
ち

に
積
極
的
に
話
し
か
け
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
て

い
き
ま
す
。
そ
れ
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
広
が
る
楽
し
い
会
話

は
、
病
院
内
の
雰
囲
気
を
な
ご

や　
か　
な　
も　
の　
に　
し　
て　
い　
き　
ま　
す　
。　

代
表
の
林
さ
ん
は
、
「
息
の

長
い
充
実
し
た
活
動
を
め
ざ
し

て
、
私
た
ち
の
小
さ
な
一
歩
を
、

福
祉
社
会
実
現
の
た
め
の
大
き

な
一
歩
に
し
た
い
」
と
話
し
て

み
え
ま
し
た
。

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ひ
ま
わ
り
」

◎
連
絡
先

林
　
恵
美
子
　

６
８
―
５
７
４
０

９
月
２
日
、
市
民
公
園
内
の
『
日

中
不
再
戦
の
誓
い
』
の
碑
前
で
、
第

32
回
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
供
養
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
供
養
祭
は
、
戦
時
中
の
強
制

労
働
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
39
人
の

中
国
人
殉
難
者
を
供
養
す
る
と
と
も

に
、
日
中
の
恒
久
平
和
を
願
っ
て
、

中
国
人
殉
難
者
瑞
浪
市
供
養
会
（
河

口
薫
会
長
）
に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

今
年
の
供
養
祭
に
は
、
中
華
人
民

共
和
国
駐
日
大
使
館
の
参
事
官
・
姚よ

う

文ぶ
ん

卿け
い

さ
ん
と
、
同
一
等
書
記
官
・
王お

う

慶け
い

前ぜ
ん

さ
ん
も
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

参
列
し
た
み
な
さ
ん
は
、
碑
の
前

で
世
界
の
恒
久
平
和
と
両
国
の
変
わ

ら
な
い
友
好
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
郷
土
の
歴
史
的
事
実
を
広

く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
強
制
労
働

の
現
場
跡
で
あ
る
地
下
壕
の
一
部
が

公
開
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
真
っ
暗
な
地
下
壕

を
懐
中
電
灯
で
照
ら
し
、
過
去
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と
見

学
し
て
い
ま
し
た
。

供
養
祭
に
出
席
さ
れ
た
姚
参
事
官

文/化/財/紹/介

瑞 浪 一 里 塚
（県　指　定）

所在地　日吉町・大湫町

旧中山道の一里塚は、江戸日本橋を起点

として3 6町（約４k m）を一里として構築

されたもので、瑞浪市内には昔のまま連続

して４カ所（権現山・八瀬沢・奥ノ田・鴨

ノ巣）の一里塚が残っています。

岐阜県内の旧中山道には3 2カ所構築さ

れましたが、そのほとんどが廃頽
はいたい

し、瑞浪

市内のように４カ所すべてが残っている例

は全国的にもまれです。

▲地下壕を見学するみなさん



●
纐
纈
勇
輔
く
ん
（
瑞
浪
中
）

自
分
の
視
野
を
広
め
る
だ
け
で
な

く
、
外
国
人
と
の
交
流
を
す
る
中
で
、

外
国
人
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
り

ま
し
た
。
世
界
中
の
人
々
と
仲
良
く

な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
田
中
千
恵
さ
ん
（
瑞
浪
中
）

私
は
恥
ず
か
し
く
て
相
手
の
顔
を

見
て
話
し
た
り
、
聞
い
た
り
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
話
を
す
る
と
き
は
顔

を
見
て
話
を
し
な
い
と
、
伝
え
た
い

こ　
と　
も　
伝　
わ　
ら　
な　
い　
と　
思　
い　
ま　
し　
た　
。　

●
守
屋
雄
介
く
ん
（
瑞
浪
中
）

こ
の
研
修
で
、
僕
は
ま
だ
世
界
の

一
部
を
見
た
だ
け
な
の
に
「
世
界
っ

て
す
ご
い
な
ぁ
」
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
、
国
際
化
の
時

代　
を　
生　
き　
て　
い　
き　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

●
小
倉
江
理
さ
ん
（
瑞
浪
中
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
温
か
い
人

と
の
触
れ
合
い
や
経
験
を
、
ず
っ
と

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
次
は

や
っ
ぱ
り
、
英
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
に
話

せ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
て　
行　
き　
た　
い　
で　
す　
。　

●
酒
井
綾
美
さ
ん
（
瑞
陵
中
）

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
一
番
び
っ
く
り

し
た
の
は
、
人
前
で
子
ど
も
を
し
か

る
事
で
す
。
悪
い
事
は
悪
い
の
で
し

か
る
場
所
を
選
ば
な
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
い
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

●
小
木
曽
綾
さ
ん
（
瑞
陵
中
）

ケ
ア
ン
ズ
に
行
く
時
、
私
は
空
港

の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
や
り
ま
し
た
。

人
数
・
荷
物
の
個
数
・
時
差
・
搭
乗

時
間
な
ど
の
た
め
に
、
単
語
を
辞
書

で
調
べ
て
文
を
考
え
ま
し
た
。

●
小
木
曽
譲
久
く
ん
（
瑞
陵
中
）

こ
の
海
外
派
遣
で
学
ん
だ
こ
と
は

い
っ
ぱ
い
あ
る
け
れ
ど
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
人
の
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
と

こ
ろ
が
良
か
っ
た
の
で
、
自
分
も
見

習
い
た
い
と
思
っ
た
。

●
東
雄
平
く
ん
（
瑞
陵
中
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
た
ち
の
笑

顔
に
は
、
日
本
人
に
な
い
前
向
き
な

気
持
ち
を
教
え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。
こ
の
研
修
で
精
神
的
に
大
き

く
な
っ
て
よ
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。

●
加
藤
舞
子
さ
ん
（
陶
中
）

こ
ん
な
大
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る

と
、
今
ま
で
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

悩
ん
で
い
た
自
分
が
と
て
も
小
さ
な

人
間
に
思
え
ま
し
た
。
先
住
民
の
生

活　
に　
も　
触　
れ　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
し　
た　
。　

●
安
藤
壮
平
く
ん
（
陶
中
）

僕
た
ち
が
、

と
尋
ね
る
と

み
ん
な
笑
顔
で　
『

』　
と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

●
日
比
野
槙
く
ん
（
稲
津
中
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
す
べ
て

の
物
、
事
が
大
き
く
、
広
く
、
美
し

く
、
特
に
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
で
見
た

地
平
線
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ず
っ

と
目
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。

●
山
本
亜
弥
さ
ん
（
稲
津
中
）

私
は
、
ど
ん
な
人
に
対
し
て
も
笑

顔
で
迎
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
コ
コ
ロ
を
教
え
て

も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。

●
小
栗
麻
依
さ
ん
（
日
吉
中
）

私
は
地
平
線
を
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
で
は
地
平
線

は
見
え
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
初
め
て
見

た
と
き
は
、
不
思
議
な
感
じ
で
し
た
。

●
津
毛
美
波
さ
ん
（
日
吉
中
）

現
地
の
学
校
訪
問
で
、
日
本
語
の

授
業
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
生
徒
た

ち
と
受
け
ま
し
た
。
そ
の
子
た
ち
は
、

授
業
の
中
で
日
本
語
が
一
番
好
き
だ

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い

て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

●
宮
地
輝
く
ん
（
釜
戸
中
）

一
週
間
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
行
け
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
し
、
自
分
に

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
教
育
委
員
会
を
始
め
先
生
方
、
両

親　
そ　
し　
て　
み　
な　
さ　
ん　
に　
感　
謝　
し　
ま　
す　
。　

●
稲
垣
あ
や
さ
ん
（
釜
戸
中
）

今
回
の
研
修
で
は
、
相
手
の
言
っ

て
い
る
こ
と
が
聞
き
取
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
度
外
国
へ
行
く
と
き
は
、

そ
こ
の
人
と
心
が
通
じ
あ
え
る
よ
う

英　
語　
を　
勉　
強　
し　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
し　
た　
。　

6

生涯学習施設 10月の休館日

総合文化センター ５日、12日、13日、19日、26日

市民 図書館 ５日、12日、13日、19日、26日～31日

市民 体育 館 ６日、13日、14日、20日、27日

化石 博物 館　
陶磁 資料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊

５日、12日、13日、19日、26日

文 化 会 館 １日、８日、15日、22日、29日

第
５
回
瑞
浪
市
中
学
生
海
外
派
遣
団
は
、
７
泊
８
日
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
研
修
を
終
え
、
８
月
20
日
元
気
に
帰
国
し
ま
し
た
。

雄
大
な
自
然
と
現
地
の
人
々
の
や
さ
し
さ
に
触
れ
、
自
分
の
英
語

力
、
そ
し
て
人
間
性
を
磨
く
充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

団
員
の
み
な
さ
ん
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲学校訪問（フランクストン中学校）

▲マウントオルガにて
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生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
②

文
化
と
い
う
か
ら
に
は
、
ひ
と

つ
落
語
を
気
取
っ
て
話
し
た
い
。

エ
ー
何
と
も
、
た
い
そ
う
な
名

前
な
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
あ
と
か

ら
決
っ
た
ん
で
す
な
。

私
た
ち
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
を
や

っ
て
い
た
頃
、
多
治
見
の
地
球
村

と
か
い
う
所
で
、　中
国
の
リ　
・　
ポ
ー

と
か
い
う
人
が
馬
頭
琴
と
か
い
う

楽
器
を
演
奏
す
る
か
ら
是
非
行
か

な
い
か
と
い
う
誘
い
が
あ
っ
た
ん

で
す
な
。
こ
れ
が
な
か
な
か
良
か

っ
た
。
本
来
は
草
原
で
演
奏
す
る

も
の
だ
そ
う
だ
が
、
林
の
中
で
聞

く
の
も
良
か
っ
た
。
眼
前
に
草
原

を
疾
走
す
る
馬
の
姿
が
見
え
る
よ

う
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
緒
に
来

て
い
た
中
国
美
人
の
踊
り
子
さ
ん

を
、
男
共
が
見
逃
す
わ
け
が
な
い
。

と
ま
あ
、
こ
れ
は
余
談
で
す
が
…
。

演
奏
の
後
は
、
楽
器
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
り
、
話
の
花
が
咲
い
た

り
、
と
っ
て
も
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
し
た
ん
で
す
。
こ
の
時
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
の
悲
し
い
性
な
の
か
、

こ
れ
は
も
う
ど
う
し
て
も
陶
の
子

ど
も
に
聞
か
せ
て
や
ら
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
な
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
大
成
功
に

終
わ
っ
た
ん
で
す
が
、
図
に
乗
っ

て
２
年
続
け
て
開
催
し
て
し
ま
っ

た
ん
で
す
。
こ
れ
は
も
う
、
こ
の

仲
間
で
何
か
を
や
り
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
羽
目
に
陥
っ
て
し
ま

っ
た
で
す
な
。
そ
こ
で
会
の
名
前

は
と
い
う
こ
と
で
、
衆
議
し
た
と

こ
ろ
、
『
よ
し
、
陶
の
文
化
を
育

て
る
会
で
い
こ
う
。
こ
れ
で
決
ま

り
。
』
と
大
家
の
鶴
の
一
言
。
こ

の
大
家
の
豪
邸
が
グ
ル
ー
プ
の
溜

ま
り
場
で
す
が
、
ま
あ
、
こ
れ
な

ら
何
を
や
っ
た
っ
て
良
い
ん
だ
し

と
言
う
ん
で
、
こ
こ
２
年
ば
か
り

は
中
国
料
理
に
イ
ン
ド
料
理
と
食

い
気
に
走
っ
て
４
年
目
と
い
う
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、　
お
次
の
手
は
と
、　皆
で
精

一
杯
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
は
遊
び
の
中
で
成
長
し
ま

す
。
地
域
の
異
年
齢
の
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
っ
て
、
集
団
で
遊
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
、
相
手
を
い
た
わ
る
気
持
ち

や
、
集
団
で
の
遊
び
方
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
身
に
付
け
ま
す
。

し
か
し
昨
今
は
、
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
の
中
心
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
移

り
、
塾
に
通
う
子
も
増
え
、
集
団
で

遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
め
っ
き
り

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

「
ナ
イ
フ
事
件
」
の
よ
う
な
、
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
暗
い
ニ
ュ
ー
ス

ば
か
り
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

こ
う
し
た
社
会
環
境
の
中
で
、
家

庭
と
学
校
と
地
域
社
会
を
結
ぶ
子
ど

も
会
の
活
動
が
見
直
さ
れ
、
脚
光
を

浴
び
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊

平
成
10
年
度
は
、
「
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
が
生
き
生
き
と
活
動
す
る

子
ど
も
会
づ
く
り
』
を
目
標
に
掲
げ
、

現
在
、
瑞
子
連
傘
下
の
子
ど
も
会
数

一
四
三
、
会
員
二
、
六
九
七
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
イ
キ
イ
キ
と
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

春
に
は
ハ
イ
キ
ン
グ
、
夏
に
は
キ

ャ
ン
プ
、
秋
に
は
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

冬
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
や
ど
ん
ど
焼

き
な
ど
、
四
季
折
々
の
行
事
や
伝
統

行
事
を
行
い
、
ま
た
花
壇
づ
く
り
や

地
域
の
清
掃
活
動
な
ど
多
彩
な
活
動

を
通
し
て
、
し
な
や
か
な
感
性
を
は

ぐ
く
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
瑞
子
連
に
は
高
校
生
の
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
と
ジ
ュ

ニ
ア
を
卒
業
し
た
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
現
在
ジ
ュ

ニ
ア
三
四
人
、
シ
ニ
ア
二
二
人
が
、

親
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
会
の
抱
え
る
課

題
に
は
、
中
学
生
会
員
の
減
少
が
あ

り
ま
す
。
市
内
の
小
学
生
は
ほ
と
ん

ど
全
員
が
会
員
で
す
が
、
中
学
生
に

な
る
と
、
子
ど
も
会
は
卒
業
し
た
と

い
う
開
放
感
か
ら
か
、
中
学
校
生
活

の
忙
し
さ
か
ら
か
、
ご
っ
そ
り
と
抜

け
て
し
ま
い
ま
す
。

中
学
生
時
代
は
、
精
神
的
に
も
肉

体
的
に
も
激
し
く
成
長
し
、
揺
れ
動

く
時
で
す
。
こ
う
し
た
時
期
に
、
子

ど
も
会
の
活
動
は
一
服
の
清
涼
剤
と

も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

少
子　
・　
高
齢
化
時
代
の
到
来
、　
学
校

週　
五　
日　
制　
が　
完　
全　
実　
施　
さ　
れ　
る　
な　
ど　
、　

今
後
の
子
ど
も
会
の
果
た
す
役
割
は

極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

栄
光
あ
れ
！

今
の
子
ど
も
た
ち
の
行
動
や
生
活
は
、
大
き
く
動
く
社
会
環
境
の
中
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
情
勢
に
あ
っ
て
、
子

ど
も
会
は
、
そ
の
活
動
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

瑞
浪
市
子
ど
も
会
連
合
会
（
大
山
賢
造
会
長
）
は
、
心
豊
か
な
青
少

年
の
育
成
を
め
ざ
し
て
昭
和
47
年
に
結
成
さ
れ
、
今
年
で
25
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。 瑞

子
連
結
成
25
周
年
を
迎
え
て

瑞
子
連
結
成
25
周
年
を
迎
え
て

瑞
子
連
結
成
25
周
年
を
迎
え
て

代
表内

藤

善

文
馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん

馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん

馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん

馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん

馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん

馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん

馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん

馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん

馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん

馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん

馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん

馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん

馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん

馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん

馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん

馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん

馬頭琴コンサートでのリ・ポー

氏（左）と会の加藤さん
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私
の
名
前
は
、
ト
ニ
ー
・
マ
コ
ー

マ
ッ
ク
で
す
。
瑞
浪
市
の
英
語
指
導

助
手
と
し
て
、
今
年
か
ら
来
年
７
月

ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

出
身
は
ア
メ
リ
カ
の
オ
ハ
イ
オ
州

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
郊
外
で
、
通
称
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
。
私
は
こ
の
土
地
で
育
ち
、

母
は
ま
だ
そ
こ
に
住
ん
で
い
ま
す
。

両
親
は
、
精
神
科
医
（
父
・
セ
オ
ド

ア
）
と
教
師
（
母
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
）

を
し
て
い
ま
す
。
兄
弟
は
ジ
ョ
ン
と

い
う
兄
が
一
人
で
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
の
医
科
大
学
の
４
年
生
で
す
。

私
は
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
で

ず
っ
と
育
ち
ま
し
た
が
、
ご
く
最
近

の
４
年
間
は
フ
ォ
ー
ダ
ム
大
学
で
過

ご
し
た
の
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
身
と

い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

フ
ォ
ー
ダ
ム
大
学
の
学
生
と
し
て

美
術
史
を
専
攻
し
、
特
に
建
築
学
の

歴
史
・
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
私
の
芸
術
へ
の
関
心
は
ま
た
、

写
真
へ
の
興
味
と
な
っ
て
強
く
表
れ

て
き
ま
し
た
。

私
の
両
親
の
職
業
、
そ
し
て
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
多
く
の
異
文
化
の

生
活
体
験
、
そ
し
て
芸
術
・
文
化
・

情
報
に
対
す
る
興
味
が
ふ
く
ら
み
、

是
非
他
の
国
の
人
に
教
え
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

私
が
日
本
へ
行
く
こ
と
を
決
め
た

の
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
国
際

教
育
機
関
と
し
て
の
評
判
が
高
く
、

そ
の
計
画
・
内
容
が
、
日
本
で
教
え

た
い
と
い
う
私
の
意
欲
に
火
を
つ
け

た
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
、
私
と
日
本

の
生
徒
と
の
間
の
会
話
能
力
を
高
め

る
こ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
は
も
う
来
な
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

私
は
、
日
本
の
生
徒
た
ち
の
、
英

会
話
の
力
を
高
め
、
ア
メ
リ
カ
文
化

を
紹
介
し
、
最
終
的
に
は
、
言
語
理

解
の
向
上
を
目
指
し
て
い
け
れ
ば
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
日
本
に
滞
在
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
私
自
身
が
、
日
本
の
言

語
や
文
化
を
も
っ
と
理
解
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。

私
は
、
瑞
浪
市
に
住
む
こ
と
に
な

っ
て
と
て
も
エ
キ
サ
イ
ト
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
街
の
人
た
ち

は
と
て
も
好
意
的
で
思
い
や
り
に
満

ち
、
私
を
日
本
の
社
会
生
活
に
溶
け

込
ま
せ
よ
う
と
い
う
熱
意
が
、
私
に

日
本
に
つ
い
て
の
多
く
を
学
ば
せ
る

か
ら
で
す
。

瑞
浪
で
の
今
ま

で
の
体
験
で
、
最

も
印
象
的
な
も
の

は
８
月
に
行
わ
れ

た
「
七
夕
祭
り
」

で
す
。
瑞
浪
市
民

は
、
伝
統
を
守
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

築
く
こ
と
の
大
切

さ
を
示
し
て
く
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
熱
心
に
踊
り
に
誘
っ
て
く
だ
さ

り
、
そ
の
文
化
・
習
慣
を
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
、
踊
っ
て
い
る
う
ち

に
、
瑞
浪
市
民
の
一
人
に
な
っ
た
よ

う
な
気
分
で
し
た
。

私
が
撮
っ
た
七
夕
祭
り
の
写
真

は
、
家
族
や
友
人
に
送
る
つ
も
り
で

す
。
み
ん
な
、
そ
の
写
真
を
見
て
、

日
本
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

他
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し

て
い
ま
す
。
新
し
く
で
き
た
仲
間
と

夕
食
に
出
掛
け
た
り
、
一
緒
に
市
内

を
回
っ
た
り
、
日
本
語
を
教
え
て
も

ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
、

よ
そ
の
人
に
、
こ
ん
な
に
温
か
く
迎

え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

私
は
時
々
、
自
分
の
家
族
や
友
人

に
瑞
浪
の
人
た
ち
の
こ
と
を
話
し
て

い
ま
す
。
こ
の
街
が
と
て
も
気
に
入

っ
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
家
族
や
友

人
た
ち
を
、
自
分
の
新
し
い
ア
パ
ー

ト　
へ　
招　
待　
し　
た　
い　
と　
思　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

今
は
、
瑞
浪
市
の
学
校
教
育
の
現

場
で
、
英
語
指
導
助
手
と
し
て
活
躍

し
た
い
と
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

教
育
の
場
と
い
う
環
境
だ
け
で
な

く
、
日
本
と
い
う
国
そ
の
も
の
に
身

を
置
き
、
本
気
で
勉
強
し
て
い
け
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

瑞
浪
の
学
校
の
教
室
で
、
私
な
り

の
教
育
・
指
導
技
術
が
披
露
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

し
っ
か
り
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
指
導
経
験
を
積
み
、
今
後
努
力
し

て
、
新
た
な
指
導
技
術
を
開
拓
し
活

用
し
て
み
た
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
の
瑞

浪　
の　
Ａ　
Ｌ　
Ｔ　
と　
し　
て　
の　
仕　
事　
に　
よ　
り　
、　

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
国
際
的
な
結
び

付
き
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
互
い
に
異
な
る
文
化
に
つ

い
て
の
認
識
を
新
た
に
で
き
る
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム　（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
）　の
一
員
と
し

て
参
加
で
き
る
こ
と
は
幸
せ
で
す
。

瑞
浪
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に

語
学
力
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
国
際
感
覚
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
語
学
指
導
助
手
）
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら

ト
ニ
ー
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
さ
ん
を
招
き
ま
し
た
。

ト
ニ
ー
さ
ん
に
は
、
９
月
か
ら
市
内
の
小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
で

英
語
の
授
業
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
ト
ニ
ー
さ
ん
の
紹
介

●
な
ぜ
日
本
へ
？

●
瑞
浪
に
つ
い
て

●
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
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巡回日 ステ－ション 時　　　間

半　　　　　原 15:30～15:50

１日 鶴　　　　　城 16:00～16:20

名　　　　　滝 16:30～16:50

日吉コミュニティーセンター 15:10～15:50

２日 宿 16:00～16:20

月　　　　　吉 16:30～16:50

平　　　　　山 13:20～13:40

竜　吟　団　地 14:00～14:20

荻　　之　　島 14:30～14:50

下　　　　　切 15:00～15:30

大　　　　　島 15:40～16:10

中　　　　　切 16:20～16:40

小　　　　　里 15:30～16:00

萩　　　　　原 16:10～16:30

明　　賀　　台 15:20～15:50

新　　山　　田 16:00～16:20

猿　　　　　爪 11:00～12:00

大　　　　　川 13:00～13:20

18日 水　　　　　上 13:30～14:00

旭　　　　　町 14:10～15:00

サニ－ヒルズ 15:10～15:30

棚　　田　　山 15:30～16:00

羽　　　　　広 16:10～16:30

薬　　　　　師 13:30～14:00

白　　　　　倉 14:20～14:50

細　　久　　手 15:00～15:20

深　　　　　沢 15:30～16:00

10月の移動図書館
こ ま ど り 号

14日

３日

16日

21日

24日

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
、
ね
た
き

り
の
方
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
な
ど

で
、
ご
自
分
で
図
書
館
に
足
を
運
ぶ

こ　
と　
が　
困　
難　
な　
方　
が　
登　
録　
で　
き　
ま　
す　
。　

※
利
用
者
と
し
て
登
録
を
す
れ
ば
、

月
に
一
度
、
本
や
カ
セ
ッ
ト
な
ど

を
10
冊
ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

「
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募

集
し
ま
す
。

月
に
一
度
、
図
書
館
の
本
を
利
用

者
の
自
宅
に
届
け
て
い
た
だ
く
と
い

う
簡
単
な
仕
事
で
す
。

車
を
お
持
ち
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
結
構
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

市
民
図
書
館

６
８
―
０
３
２
１

今
月
の
ミ
ニ
展
は
、
瑞
浪
市
が
生

ん
だ
国
会
議
員
で
、
亜
炭
（
燃
料
）

炭
鉱
の
創
始
者
で
あ
る
日
吉
町
出
身

の
渡
辺
徳
助
氏
の
業
績
を
称
え
、
関

係
書
物
な
ど
を
展
示
、
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「亜炭王」

渡 辺 徳 助 展
10月６日～11月１日

68－5529
図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより

閉架書庫資料４万冊の中からも読みたい

本が選べます。

●日　時 毎週火曜日　11：00～17：00

●場　所 市民図書館　１階閉架書庫

図
書
館
で
は
、
来
館
で
き
な
い
方
に
も
本
や
カ
セ
ッ
ト
の
貸
出
を
し
、

利
用
者
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
こ
う
と
、
「
図
書
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」

を
開
始
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
利
用
者
の
登
録
と
図
書
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

〈
利
用
者
の
登
録
〉

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
〉

本
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
始
め
ま
す

★
不
機
嫌
な
果
実

（
林
　
真
理
子
／
著
）

★
失
楽
園
（
渡
辺
淳
一
／
著
）

★
気
ま
ず
い
二
人

（
三
谷
幸
喜
／
著
）

★
珍
妃
の
井
戸（

浅
田
次
郎
／
著
）

★
ダ
デ
ィ
（
郷
　
ひ
ろ
み
／
著
）

★
天
涯
の
花（

宮
尾
登
美
子
／
著
）

★
な
ぞ
な
ぞ
ラ
イ
オ
ン

（
佐
々
木
マ
キ
／
著
）

★
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
尾
は

ど
こ
へ
き
え
た

（
山
本
か
ず
と
し
／
著
）

★
シ
ン
タ
の

あ
め
り
か
も
の
が
た
り

（
八
束
澄
子
／
著
）

★
し
ら
ん
ぷ
り（

梅
田
俊
作
／
著
）

★
ミ
ナ
ク
ロ
ー
と
公
平
じ
い
さ

ん

（
最
上
二
郎
／
著
）

★
ぼ
く
の
一
輪
車
は
雲
の
上

（
山
口
　
理
／
著
）

◆
平
成
10
年
度

上
半
期
貸
出

ベ
ス
ト
６
◆

●

一

般

書

●

●

児

童

書

●

◆
平
成
10
年
度

上
半
期
貸
出

ベ
ス
ト
６
◆



平成10年９月15日号
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岐阜県労働基準局では、県内で働

くすべての労働者に適用される「岐

阜県最低賃金」を1 0月１日から改正

します。

改正後の最低賃金は、日額5 , 2 1 7

円（改正前5 , 1 2 8円）時間額6 5 3円

（改正前641円）です。

この最低賃金は、臨時、パートタ

イマー、アルバイトなど雇用形態に

関係なく、すべての労働者に適用さ

れます。

最低賃金の対象となる賃金は、通

常の所定内賃金に限られ、ボーナス

などの臨時の賃金、休日・時間外な

どの割増賃金や精皆勤手当、通勤手

当（交通費）、家族手当は対象とな

りません。

なお、著しく労働能力の低い方な

どで、岐阜県労働基準局長の許可を

受けた方については、最低賃金の適

用が除外されます。

詳しいことは、岐阜県労働基準局

賃金課（ 0 5 8－2 4 5－8 1 0 4）もし

くは、最寄りの労働基準監督署にお

尋ねください。

●岐阜県最低賃金
改正のお知らせ

●悪徳商法に
ご注意を！

最近、高齢者をねらった悪質な訪

問販売業者の被害が発生しています。

不必要なものを買ってしまい、契約

を解除したい場合は、クーリングオ

フ制度を活用することができます。

クーリングオフ制度とは

●訪問販売などで購入した場合、契

約日を含め８日以内は無条件で解

約できます。

●代金を支払った場合でも3 , 0 0 0円

以上なら解約できます。

●解約通知は、内容証明郵便か書留

郵便で出しましょう。

●クレジットを利用したときは、信販

会社にも解約通知を出しましょう。

問い合わせ…土岐県事務所

２３－１１１１

瑞浪市役所総務課 内線３２８

●起業家育成支援
セミナー開催

◆日時＝1 0月1 4日 から2 0日 ま

でのうち５日間　1 8時～

◆会場＝多治見市産業文化センター

（多治見市新町１－23）

◆対象＝これから新しく事業を始め

ようと考えている方で、全日程参

加できる方。《定員＝3 0人》

（定員になり次第締切ります。）

◆受講料＝３，０００円

◆内容＝創業者講演、立地調査、資

金調達、経理・税務、法務、パソ

コン活用法、事業計画など

◆問い合わせ・申込先＝多治見商工

会議所（多治見市新町１－2 3・多

治見市産業文化センター４階）

25－5000 22－6100

●局所排気装置自主
検査実務研修会開催

東濃産業労働協会では、局所排気

装置の自主検査実務研修会を、次の

とおり開催します。

◆期日＝９月2 1日 ・2 2日

◆場所＝可児工業団地管理センター

（可児市姫ケ丘２－８）

◆受講料＝２０，０００円

◆問い合わせ・申込先＝東濃産業労

働協会（ ２４－４５９５）

●WEC秋まつり
～元気・健康てんこ盛り！～
１０月３日（土）～９日（金）

テーマは「元気・健康」。地域の

方々と世界イベント村ぎふを構成す

る４施設が一緒になってつくるお祭

りとして、盛りだくさんのイベント

を計画しています。新しいお祭りに、

ぜひご参加ください。

◆会場＝世界イベント村ぎふ

（岐阜メモリアルセンターほか）

◆問い合わせ＝世界イベント村ぎふ

（ ０５８－２３３－８８２２）

●レクリエーション農園
入園者募集

農業委員会では、農地を持ってい

ない方にレクリエーション目的で、

小面積の農地を利用して野菜や花な

どを育てる農園を開設しています。

市内には1 8カ所のレクリエーショ

ン農園があり、初めての方には、家

庭菜園のしおりも用意しています。

入園を希望される方は、入園料、

印鑑を持参の上、９月2 5日 までに

農業委員会事務局へお申し込みくだ

さい。（応募者多数の場合は抽選）

◆区画数＝10区画（１区画約30㎡）

◆入園料＝年間1,500円

※農園の場所など詳細については、

農業委員会（ 内線４７１）へ。

建設省多治見工事事務所では、国

道1 9号沿線の地質調査を行うため、

ヘリコプターを用いた空中地質探査

を実施します。

この地質探査は、ヘリコプターが

低空飛行をして空中から調査を行い

ます。ヘリコプターの安全運航につ

いては万全の対策を講じております

ので、ご迷惑をおかけしますが、ご

協力をお願いします。

◆期間＝９月2 8日 ～1 0月３日

のうち１日

◆区域＝土岐町鶴城～恵那市長島町

※問い合わせ＝建設省多治見工事事務所（ ２５－８０２６）

市役所都市計画課（ 内線２４５）

国道19号沿線の地質探査実施のお知らせ



◎ペットボトルの出し方

（ただし、飲料用、酒類用、しょうゆ用に限ります。）

①マークを確認してください。

②キャップをはずしてください。

③中をゆすいでください。

④つぶしてください。

⑤資源ごみ収集日に出してください。
◎資源ゴミの各ステーションには、分別ハサミが用意してあります

ので、ご利用いただきリサイクルにご協力ください。

◎紙パックは公共機関などの回収ボックスか資源回収に出してくだ

さい。また、食品用トレーは、公共機関などの回収ボックスに出

してください。

６８－２１１１
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東濃用水道送水管本管修繕工事のため、次の区間に

おいて交通規制（通行止め）を行います。ご迷惑をお

かけしますが、ご協力をお願いします。

◆区間＝市道市原・桜堂線「水野サッシ建具店」から

「日比野治療院」まで

◆期間＝平成10年９月10日 ～平成11年３月５日

※問い合わせ＝岐阜県東濃用水道事務所 63－2881

●交通規制のお知らせ

植木の手入れなど造園管理の基礎的な知識や技能を

習得して、緑豊かな自然に接する仕事にチャレンジし

てみませんか。

◆受講対象者＝健康で働く意欲のある6 0歳代前半の方

（5 5歳以上の方も可）《受講料＝無料》

◆期間＝10月26日 から11月16日 のうち10日間

◆会場＝東野下組生産森林組合（恵那市東野）

◆募集定員＝20人程度（申込者多数の場合は抽選）

◆申込期限＝10月12日 （当日消印有効）

◆申込方法＝往復はがきに「造園管理希望」として、

郵便番号、住所、氏名、性別、年齢、電話番号を記

入してお申し込みください。

※問い合わせ・申込先＝ 瑞浪市シルバー人材センター

（ 509－6123樽上町１－77・ 68－8744）

技能講習

●『造園管理』受講者募集

収集日

１日

２日

５日

６日

７日

８日

９日

13日

14日

15日

12日

16日

20日

21日

22日

23日

19日

27日

28日

29日

30日

26日

本町、浪花、中組、竜門、

益見、上平町、学園台

松ヶ瀬町、薬師町、明世町

宮前町、高月町、下沖町、

須野志町

一色町、樽上町、公園、

上野町、ひばりヶ丘

釜戸町（宿、西大島、

中大島、東大島、竜吟団地）、

大湫町

稲津町（小里）

釜戸町（上記以外の地区）

稲津町（萩原）

小田町、西小田町、和合町

鶴城、鶴城団地、市原

陶町（猿爪）

陶町（水上、大川）

桜堂、名滝、名滝団地、

下沢、奥名、庄ヶ洞、

仲ヶ平、大草、大久手

一日市場、木暮、水の木、

朝日町、清水

日吉町（本郷、白倉、宿洞、

宿、南垣外、半原、常柄）

日吉町（上記以外の地区）

山田町、明賀台

栄町、元町

小田町、西小田町、和合町、

大法原団地

陶町（水上、大川）

陶町（猿爪）

一日市場、木暮、清水、

朝日町、水の木

桜堂、名滝、名滝団地、

下沢、奥名、庄ヶ洞、

仲ヶ平、大草、大久手

山田町、明賀台

日吉町（本郷、白倉、宿洞、

宿、南垣外、半原、常柄）

日吉町（上記以外の地区）

栄町、元町

本町、浪花、中組、竜門、

益見、上平町

釜戸町（宿、西大島、

中大島、東大島、竜吟団地）、

大湫町

釜戸町（上記以外の地区）

松ヶ瀬町、薬師町、明世町

宮前町、高月町、下沖町、

須野志町

一色町、樽上町、公園、

上野町、ひばりヶ丘

鶴城、鶴城団地、市原

稲津町（小里）

稲津町（萩原）

収　　　集　　　地　　　区

不　　燃　　ご　　み 資　　　源　　ご　　み

に限ります

1 0月１日現在で、５年に一度の住宅・土地統計

調査が行われます。

全国で4 0 0万の世帯が対象となります。市内で

は、無作為に抽出された2 , 0 0 0世帯が調査の対象

となります。９月下旬に調査員が伺いましたら、

ご協力をお願いします。

※問い合わせ＝情報推進課（ 内線３３７）

平成10年

住宅・土地統計調査に
ご協力を！

家と土地　暮らしのための　基礎調査



健診・相談名

４ カ 月 児 健 康 診 査

３ 歳 児 健 康 診 査

６ カ 月 児 健 康 相 談

お よ び 離 乳 食 教 室

１ 歳 ７ カ 月 児

歯 み が き 教 室

２歳児歯みがき教室

実施日

９月22日

９月25日

10月６日

10月６日

10月14日

受付時間

13時30分～14時

12時30分までに

お集まりください

９時30分～　あ

９時45分

９時～11時

13時～15時

９時～11時

対　象　者

平成10年５月生まれの子

平成７年８月生まれの子

平成10年４月生まれの子

平成９年３月生まれの子

平成８年10月生まれの子

そ　　の　　他

フッ素塗布、歯の汚れ検査があります。

※母子健康手帳、使用中の歯ブラシを

ご持参ください。

※汚れてもいい服装でおいでください。

母子健康手帳をご持参ください。

尿検査があります。

早朝尿（50ccくらい）、歯ブラシ、

母子健康手帳をご持参ください。

母子健康手帳をご持参ください。
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●乳幼児健診・相談・歯みがき教室 〈場所＝保健センター　料金＝無料〉

●ポリオ予防接種

●健康相談 〈場所＝保健センター〉

期　日

10月５日

10月６日

10月13日

10月20日

10月21日

10月26日

10月28日

場　　　　所

釜戸コミュニティーセンター

保 健 セ ン タ ー

陶コミュニティーセンター

日吉コミュニティーセンター

保 健 セ ン タ ー

稲津コミュニティーセンター

保 健 セ ン タ ー

対　象　地　区

釜戸町・大湫町

山田町・明賀台・小田町

西小田町・和合町・下沖町

須野志町・学園台

陶町

日吉町

土岐町・上平町

稲津町

寺河戸町・樽上町・一色町

上野町・宮前町・高月町

明世町・薬師町・松ケ瀬町

◆受付時間

日吉・釜戸・陶コミュニティーセンター 14時～14時45分

稲津コミュニティーセンター 14時～15時30分

保健センター 14時～15時30分

◆対象者

〈初回〉平成10年２月～平成10年６月までの出生児。

〈追加〉平成９年７月～平成10年１月までの出生児。

※満７歳半（9 0カ月）未満でまだ２回投与していない

児も含む。

◎母子健康手帳と予診票（記入のうえ）を持参してください。

◆乳幼児相談…10月７日 ９時30分～11時

乳幼児の身長、体重測定や育児相談

◆栄 養 相 談…10月７日 ９時～15時 ※要電話予約

乳幼児から成人、老人まで栄養士による相談

◆医師による健康相談…10月７日 14時～15時

血圧測定、検尿、医師による個別相談

●献血 200 ・400

◆日時…10月10日 〈健康福祉まつり〉

10時～12時・13時～15時

◆場所…総合文化センター

☆みなさんのあたたかいご協力をお願いします。

平成10年度

瑞浪市健康福祉まつり
10月10日 〈体育の日〉 ９時30分～15時

第24回　瑞浪市健康まつり（場所…総合文化センター）

第13回　みずなみ福祉まつり（場所…ハートピア）

『健康まつり』で予約の必要な催し物は、次のとおり

です。電話などで保健センターへお申し込みください。

申込日に注意してください。

なお、昨年に受けた方はご遠慮ください。

腹部超音波撮影

骨 密 度 の 測 定
◆内　容＝超音波法による骨量測定

◆料　金＝無料

◆定　員＝150人（申込順）

◆対象者＝20歳以上の方

◆申込日＝９月25日 ～30日 ８時30分～17時

◆料　金＝無料

◆定　員＝30人（申込順）

◆申込日＝９月24日 ８時30分～17時


